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製造・エンジニアリング分野に存在する課題を、物理モデルを構築しシミュレーションすること
で解決します。もっとも効果を発揮するのはシステム要素の変更が可能な設計段階ですが、
さまざまな制約がある既存システムにおいても運転条件を調整することで課題を解決・改善
する可能性があります。

お気軽にご相談ください

例えば、上は典型的な２段構成の逆浸透膜ベッセル（Reverse Osmosis Pressure Vessels、
通常、逆浸透膜要素が複数個入っているベッセルを並列に配置、以下ＲＯ）からなる水処理
管路系の簡略図で、ＲＯ以外はポンプ、管路、水槽、プレフィルター、弁からできています。
これらの要素を物理モデルで表現し、系全体を物理法則に則ってシミュレーションすること
で流量、圧力、不純物濃度などを正確に予測することができます。このモデルをつかえば、
処理水あたりの消費電力（SEC: Specific Energy Consumption,）が計算できるので、さまざ
まな制約のもとでSECをなるべく抑えるにはポンプの回転数や弁の開度の設定をどうすれ
ばよいかがわかり、すべて実機をつかって条件を探索する場合と比較すると、時間やコスト
の節約ができるだけでなく、条件の見落としなどを防ぐことができます。
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左図は、上記テクニックをもちいた計算例
で、ポンプ２の回転数と弁１、弁２の開度を
変えて運転したときの、回収率（＝処理水
流量/原水流量）と処理水あたりの消費電
力[kWh/m3]をあらわしています。処理水
量を大きくすると消費電力は大きくなり、あ
る制約のもとで最適な運転条件が存在す
ることがわかります。


